
  

 

     

 

 

 

「学校生活ふりかえりアンケート（子ども版）」より 一部抜粋 

 

◆「① 学校は楽しい」と回答している子どもが１００％とうれしい結果でした。 

  勉強のことや友達のこと等、不安や悩みを抱えることも出てくると思います。今後も子 

 ども達に寄り添いながら、子ども達にとって学校が“心の安全基地”“居場所”となるよう 

に、明るくきめ細やかに指導・支援していきます。 

 

 

 

 

◆「② 授業はたのしくよくわかる・絵本をたくさん読んでいる」は、１００％でした。 

授業はたのしい・よくわかるは、昨年より良い結果でした。絵本を図書館から毎週借り

て帰り、ご家族で一緒に読むことも定着しています。ＰＴＡ活動の保護者手話学習会の中

で、保護者の皆さんが手話歌や絵本の読みきかせの練習をされている姿を、とてもうれし

くありがたく思います。ご自宅での親子の楽しいやりとりの時間を、引き続き大事にして

いきましょう。また、学校では、子どもたちにとって授業がよいものになっているのか、

学習や遊びの中でしっかりとふり返り、さらに改善に努めていきたいと思います。手話・

指文字・音声による支援や視覚的支援を充実させ、教師の専門性を高めていきます。 

 

 

 

 

ふりかえりの質問 （抜粋）        そう思う （％） 

だいたいそう思う 

あまり思わない 

思わない（％） 
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今までの学校生活を ふりかえってみましょう !!   

鳥取聾学校ひまわり分校  
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ぶんこうだより 特別版 



 

◆「③ 友だちとなかよくあそんでいる」は、１００％とうれしい結果でした。 

今年度は、幼稚部の自由あそびや小学部の長休憩などに、中庭で元気に遊ぶ姿が多く見

られています。最近は昼休憩に幼稚部・小学部で声をかけあい、子どもたち同士で関わり

あいながら遊ぶ姿も増えてきました。９名の子どもたちがつながりあって楽しむことがで

きるように、今後も定期的に関わりあっていけるような活動を考えて取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

◆「④ 体力づくりをがんばっている・体を使ってたくさん遊んでいる」は、８９％でした。

しっかり体を動かして体力をつけることは大切なことです。外で遊ぶ機会が増え、体力 

づくりの時間を定期的に設けて取り組むことで、昨年より良い数値となっています。これ 

から寒い時期になりますし、継続して頑張っていきたいと思います。ご家庭でも一緒に体 

を動かす楽しみを見つけて取り組んでいきましょう。 

 

 

 

 

 

 

◆「⑤ 大きくなったらしてみたいことがある」は、６７％でした。 

昨年より良い数値となっています。まわりの大人が意識し、子どもたちに投げかけてい

くことで、子どもたちのイメージもふくらんできているようです。家庭での手伝いや地域

での活動へ参加すること等で、役立ち感を育て、できるだけ子どもに任せてみる、できた

らほめることに努めていきましょう。 


